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 森吉 暑い中をお越しいただき、ありがとうございます。本日は、神本先生の研究経歴を交え

て、若い人への技術の伝承や自動車技術の足跡の一端を歴史として保存することを目

的とする自動車技術会の企画により実施させていただきました。よろしくお願いいた

します。神本先生には、私が東京工業大学の機械工学科に在籍のときから、卒業研究、

修士課程、博士課程と研究室で６年間お世話になりました。その後、私が千葉大学の

助手になってから現在に至るまでご指導をいただいております。先生の教育・研究面

の素晴らしさというものは、だれもが認めるところですが、研究以外にも非常に多趣

味で、野球クラブチーム、自動車部でのご活躍、また絵を非常に上手く描かれますし、

模型飛行機を飛ばされたり、映画鑑賞もされたりしておられます。この辺が先生の教

育・研究の面での素晴らしさに繋がっているのではないかと思っています。なぜ、そ

のように多趣味で、かつ素晴らしい研究ができるようになったのか、教えていただけ

れば幸いです。 

□ 子供時代～学生時代 

神本 よく皆さんから、多趣味なのに、何故研究もできるのかと聞かれることがありますが、

自分自身ではあまり意識していません。むしろ、多趣味だから研究をするようになっ

たと言ったほうがいいのかもしれません。野球のクラブチームをつくったり、自動車

部で活動したり、絵を描いたりと、いろいろなことをやっていますが、子供の頃から、

絵を描くとか、ものを作るということがものすごく好きでした。父は、とても絵が上

手だったので、これは、多分父親の DNA だと思います。母は、絵は上手ではないので

すが、何でも工夫して作るのが得意でした。私の家は、東京にありましたが、大空襲

で焼け出されて、富山県に疎開していました。富山は雪国なので、冬には長靴が必要

でしたが、貧しくて、長靴が買えませんでした。そうしたら、母が、どこからか藁を

持ってきて、徹夜して藁の雪靴を編んでくれました。東京のお嬢様育ちでしたから、

本当はそんなことはできない筈なのですが、ちゃんと編んで作ってくれました。当時

の子供たちはよく野球をやって遊んでいましたが、ボールやグローブはなかなか手に

入りませんでした。ボールはどうしたのかというと、布切れを丸めて、中に石を入れ

てボール代わりにしていました。次はグローブですが、当時、「野球少年」という雑誌

がありまして、その付録にグローブの型紙が付いていました。その型紙を使って、母

がグローブを作ってくれましたところ、近所の子供からも頼まれて、作ってやってい

ました。そういう母を見て育ちましたので、竹馬だろうが、竹とんぼだろうが、何で

も自分で作るというのは、もう小学校のときからやっていました。そういう子供のと

きからの趣味というか、遊びが研究につながってきたと思います。 

森吉 父親は絵が上手で、母親は自分で何でも作ってしまうということが、生活の快適さや、

遊びなどに結び付き、作ることの喜びと得るまでの努力を自然と学ばれたということ

だと思います。 
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 神本 そうですね、そのようなことだと思います。もう一つ、大学の自動車部で、自動車の分

解組み立て、もちろんエンジンもですが、ものすごくやりました。スパナやトルクレ

ンチの使い方もそのときに覚えました。これは、エンジンの研究者になってから、自

分のバックグラウンドとして強みになりました。僕の場合は自動車部での活動をベー

スにして大学の先生になったのですが、逆に成績がいいから先生になったという人も

いますね、君みたいに（笑）。そういう人は、エンジンの分解組み立ては不得手なよう

ですね。エンジンの研究をやっていても、エンジンの調子が悪くなると、学生をどか

せて、自分で直してしまう。だから自動車部で得たものというのは、その後の研究生

活にはすごく役に立っています。それからもう一つ、僕は、絵を描くことが好きでし

たので、中学のときから、美術部に入って、絵をずっと描いていたのですが・・・。 

森吉 中学のときに、美術部に入られていたのですか。 

神本 そうです、高校のときも少しやっていました。エンジンの燃焼研究をやっているうちに、

画像計測のほうに行ったのも、やはり絵が好きだということと、関係があると思いま

す。絵心がないと、画像計測なんてうまくできないと思います。だから、絵を描くと

いう趣味もちゃんと研究に生きています。 

それと映画鑑賞ですが、これは直接研究には結び付いていませんが、映画というのは

ストーリーもおもしろいけど、別の見所は、映画の構成です。どういうふうな展開で構

成されているか、それからカメラアングルがどういうふうになっているか、というのも

見所です。私達は、人にメッセージを伝えるときに、スライドを使いますが、スライド

を作るときに映画が非常に参考になります。どういう内容のスライドを作り、どういう

順番で並べてい

ったらいいかな

ど、そういうこと

に映画の構成の

知識は活かされ

ていると思いま

す。ということで、

趣味というか、自

分が好きでやっ

ていることとい

うのは、すべて研

究にプラスにな

っていると思い

ます。 学園祭のために自動車部の仲間と製作したホバークラフトに 

搭乗する神本氏（大学 3 年生）  

  

2



 森吉 自動車部での活動でエンジンに

興味を持って、大学の先生にな

られ、そして、絵を描く趣味が

画像計測につながり、研究成果

の発表には映画鑑賞の趣味が役

立ったということで、まさに多

趣味が現在の先生の研究に結び

ついているということが良くわ

かりました。しかし、趣味をや

ることにより、研究の方が疎か

にならなかったということが、

私からすると不思議なのですが。 

神本 我々の頃は、そんなに勉強しなく

てもよかった時代でした。塾な

んていうのもないし、ほとんど遊んでいました。小学校から帰ってきたら、まず宿題

をやって、それから遊びに行くという、そういう生活でした。だから、我々の子供の

頃は、趣味とか何とかではなく、遊ぶのが子供の仕事みたいなものでした。勉強なん

て、あまりしなくていい時代でした。ただ、高校時代も模型飛行機クラブをつくって、

会長におさまって、３年生になってもまだ模型飛行機つくっていたので、浪人してし

まいました。模型飛行機を早目に切り上げて、受験勉強をすればよかったのかもしれ

ませんが、全然後悔はしていません。我々の頃は、東工大は特に、数学も難しい問題

が出て、現役はほとんど受からないと言われていた時代でしたから、７割が浪人でし

た。 

高校生のときに製作したソリッドモデル 

North-American F86F ジェット戦闘機 

森吉 高校３年になっても、クラブ活動の会長をやっておられたのですか。 

神本 そうですね、もう３年まで遊んで、浪人してから好きなところへ行けばいいやというふ

うにみんな思っていましたね。僕の弟も浦和高校でしたが、３年まで体操部のキャプ

テンで活躍して山口の国体まで行きましたが、やはり１年浪人して、東工大に入って

きました。 

森吉  高校３年までクラブ活動で活躍されるというのは、ちょっと考えられないのですが、時

代も変わってきたのでしょうか。 

神本 そうですね、変わりましたね。 

□ エンジン研究 

森吉 それでは、話題を、先生が助手をされていた頃に移らせていただきます。助手の時代は

よく遊んだと、先生ご自身、よくおっしゃっていますが、今振り返って、もっと研究

に時間を割くべきだったと考えることはないですか。 
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 神本 よく遊んでいたというのは確かなのですが、勉強もしました。今の大学の助手の人より

よく勉強していたと思います。Boundary Layer Theory だとか、Transport Phenomena

だとか、Turbulence だとか、君らのときもやっていたでしょう。 

森吉 はい、勉強しました。 

神本 ああいうふうに昔からある古典的な教科書は、熱力、流体に関するものは、学生と一緒

に一所懸命に勉強していました。私は助手になってから、ドクターを取るまで 10 年以

上かかっています。何でそんなに時間がかかったかというと、当時の先生、教授は、

助手の人にあれをやれ、これをやれなんて一切言わなかった。好きにやりなさいとい

う一言だけです。僕も困っちゃって、岡本先生＊１）は直接の先生ではないけれど、大学

院のときの先生でしたので、「先生、何をやったらいいでしょうね」と聞いたら、「こ

れから燃焼が重要になるから、燃焼でもやったらいいと思うよ」と、この一言だけで

す。山田先生＊２）も松岡先生＊３）も、一切言わなかった。ただ、道具だけはいろいろ買

ってくれましたね。単筒エンジンを買ってくれて、好きにやりなさいと言われました。

好きにやれと言われても、全くわからない。それで、自分なりにテーマを決めて、や

ってはいましたが、幾らやっても失敗するわけです。そこで、仕方なくテーマを変え

るわけです。そうこうしているうちに結婚して、いい年になってしまいました。その

頃は、研究についてはそうやって試行錯誤をしていました。しかし、基礎的な勉強は

ゼミでやり、夜は日仏学院にフランス語―フランス語もまた趣味が増えてしまうので

すが、フランス語を習いに行っていました。それは、当時フランス映画がおもしろく

て、フランス映画の中のセリフを何とか聞き取りたいという一心で、飯田橋に通って

いました。 

そうこうしているう

ちに、燃焼の基本は液体

燃料が蒸発してから燃

えるのだから、蒸発のあ

たりからスタートしよ

うというので、やっとそ

こに狙いが定まりまし

た。しかし、これまたど

うやっていいかわから

なかった。蒸発をやろう

ということにしました

が、お金もありません。

そこで考えついたのが、

小さなボンベに都市ガ
東工大グラウンドで野球をする神本氏（1981 年 6 月） 
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 スを入れて、ちょっとリッチにして、火花点火して燃やしました。燃やして高温になっ

た燃焼ガスの中に燃料を噴射すると、蒸発の吸熱によって圧力がばっと下がる。それを

計測するというのを考えました。今、サンディアで似たような装置でやっていますが、

僕のほうが元祖です。僕のものを見て、Dennis Siebers がパデュー大学でやっていま

した。 

＊１）岡本先生：故 岡本哲史氏（東京工業大学名誉教授/日本のロケット開発のパイオニアの１人） 

*２）山田先生：故 山田英夫氏（東京工業大学名誉教授） 

*３）松岡先生：故 松岡信氏（東京工業大学名誉教授、自動車技術会 

ディーゼル機関部門委員会委員長等歴任/名誉会員） 

森吉 そうだったのですか。もともとは先生がおやりになっていたのですか。 

神本 そうですよ。あれは僕の特許ですよ。あの研究は、当時、有名なカミンズの副社長をや

っていたリンさんが、日本に来て東大の講堂で研究発表会をやりましたが、そのとき、

リンさんから、なかなかいいアイデアだと、随分褒められたのを覚えています。凄い

でしょう。 

森吉 リン先生に褒められたというのは、凄いですね。 

神本 あの当時は、エンジン研究で燃焼の基礎研究をやっている年配の先生方はいませんでし

た。その当時気合いが入っていたのは、一番年上の廣安先生＊４）、池上先生＊５）と神本

の３人でした。 

*４）廣安先生：故 廣安博之氏（広島大学名誉教授、自動車技術会フェロー） 

*５）池上先生：池上詢氏（京都大学名誉教授、自動車技術会副会長等歴任/名誉会員） 

森吉 それは、研究発表のこともそうですが、思い出としてもよかったですね。 

神本 まあ、そういうことで、遊んではいましたが、勉強もしていたということを言っておき

ます。ドクターまで、それだけ時間がかかったのは、自分で模索しながらテーマを見

つけなければならなかったからです。今でしたら、教授は助教授に、助教授は学生に、

あれこれ綿密に指導しています。僕もそのように指導していましたが、あまりよくな

かったという面もありますね。 

森吉 今の人たちは、自分でテーマを見つけられないということはありますね。 

神本 僕はよく、神本さんはテーマを見つけるのが上手ですねと言われますが、それは、恐ら

く今話した 10 年間があったからだと思っています。 

森吉 その 10 年間は決して無駄ではなかったということですね。 

神本 そうです。むしろその 10 年間があったので、今の自分があると思います。 

森吉 それから、先生は自動車技術会をはじめとして、機械学会や SAE で論文賞を多数受賞さ

れていますが、多くの方々に評価されるような数多くの研究成果を挙げられたのは、

なぜだとお考えでしょうか。 

神本 最初の論文賞は、日本機械学会からいただきましたが、これは蒸発の研究でした。この

実験は、先ほど話したようにわりと斬新でしょう。それから、当時コンピュータがや

っと使えるようになって、シミュレーションというのができるようになりました。そ
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 れで、理論的なシミュレーションをやりました。燃料の蒸発の研究というと、当時ア

メリカの航空宇宙局から燃料の蒸発の論文がたくさん出ていました。ロケットの液体

燃料の蒸発の論文でしたが、いい論文がありました。それで、今は NASA（アメリカ航

空宇宙局）と言いますが、あの当時は NACA（アメリカ国家航空宇宙諮問委員会）でし

たが、NACA のロケットの論文をベースにして、ディーゼルエンジンに適用できるよう

にして、シミュレーションをやりました。当時としては、実験の手法も新しいし、日

本ではまだ誰も蒸発のシミュレーションをやっていなかったので、最初にやったとい

うことで、賞をもらったのだと思います。それが僕のドクター論文の前半でした。 

後半は燃焼に関する内容ですが、それは当時博士課程の青柳友三君＊６）と松井幸雄君

と一緒にやった二色法とガスサンプリングを用いた研究です。これで、２つ目の論文

賞をもらいました。自動車の排気ガスの規制が厳しくなってきて、すすだとか NO はど

うしてできるのだろうと、エンジンの中の現象に、日本中の、業界も含めて、みんな

興味を持っていました。いつ、どこでできるのか、誰もわからないわけです。それに

対して解答を出したということです。ものすごく大変だったけれど、世の中の人が、

これが知りたいというものを、タイミングよく示すことにより、皆がどっちへ行った

らいいのか、方向が定まってくる。そういうのがやはりエンジニアリングの研究の神

髄ではないかと思います。 

大分年数がたってから、高圧噴射で

SAE と自動車技術会から賞をもらいま

した。あれも排気規制がだんだん厳し

くなってきて、燃料の噴射圧を上げて

いかなければいけないという方向にな

りましたが、一体どこまで上げなけれ

ばいけないのか、どの程度上げれば、

どういう効果が出るのかというのは未

知の領域だから誰にもわからない。市

販車がまだ噴射圧 1,000 気圧行かない

時代に、ヂーゼル機器とACE＊７）の協力

を得て 1,500 気圧とか、2,300 気圧ま

でやりました。やはり、現状の技術か

らはるかに超えたところのデータを出

して、皆にこれだけ効果があるという

のをわかりやすく提示するというのが

重要です。写真は、その実験に用いた

世界最大級の急速圧縮装置です。博士完成直後の急速圧縮装置と神本氏（1980 年冬）
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 課程の小林治樹君と設計

し、日産ディーゼルで作

ってもらいました。 

*６）青柳友三氏（㈱新エィシーイー取

締役社長／自動車技術会フェロ

ー） 

*７）ACE：Advanced Coｍbustion 

Engineering Institute Co.,Ltd.

（現在は株式会社新エィシーイ

ーになっている） 

森吉 先生のお話を聞いていて、

世の中の人が知りたがっ

ているが、まだ誰もやっ

ていないことというのが、

テーマを見つけるコツの

１つのようにお聞きしま

したが、それを見つける方法というのが、難しそうですね。 

神本 僕が研究のテーマを選ぶときは、まだみんながやっていないけれども、これから何が起

こるのかというのを考え、早く手掛けるということを心掛けています。大学の研究組

織というのは小さいので、研究している人が大勢いる企業の研究に勝とうと思ったら、

ゲリラ戦術しかありません。ゲリラ戦術というのは、待ち伏せ攻撃ですよ。相手より

早く先回りして、いいテーマを捕まえて、一所懸命やることです。みんなが騒ぎ出し

たときに、実はこうなのですよと、こう言えれば、一番の醍醐味です。 

森吉 確かに、そう言えるようになれば、醍醐味ですが、それをやるには普段から情報を調べ

て、先を見越す能力が必要ですね。 

神本 僕は、わりといい研究テーマを次から次へと見つけてきましたが、先を見越すためのヒ

ントはわりと身近にあるものです。例えば、自動車技術会で動力性能部門委員会など

がありますが、ここには、メーカーから、優秀な人たちが来ています。昼間委員会を

やっているときにはみんな口がかたくて、教えてくれません。だから終わったときに、

大概夕方になりますが、目が合ったときに、ちょっと今日は暑いねとかいって、自動

車技術会の向いの焼き鳥屋へ行って、お酒を飲む。そうすると、アルコールが入ると、

みんな気が緩んできて、ヒントを出してくれます。神本さん、次は高圧噴射じゃない

ですかねとか。委員会活動などで知り合った会社の企業の人は現場で研究をやってい

ますから、次はこういうのを知りたい、次はこれをやりたいと思っています。まだや

っていなくても、やりたいものを持っています。そういうことを、やはりアフターフ

ァイブの場で示唆してくれる。それをいち早くキャッチして、やっぱりそうか、じゃ、

自分でやろうということになります。 

  

7



 ブースター付きのインジェクターだって、ヂーゼル機器と一緒につくったものです

よ。ヂーゼル機器の小川課長のところに行って作ってくれと言ったら、忙しいからだめ

だと言われたのですが、それじゃ、うちの学生を派遣しますといって、当時４年生の石

川君を３カ月出向させました。設計を指導してもらって作ったのです。それから、高圧

噴射になると、噴口径を小さくする必要があります。僕は 0.1 ミリ以下の噴口径でやり

たかったので、ヂーゼル機器やデンソーに頼んだら、0.1 ミリ以下の噴口径なんて作れ

ませんよって言われました。当時は、まだドリルで開けていたので、無理だという回答

になったと思います。それでは、自分で作ろうということになり、いすゞセラミックス

研究所の装置を土曜日に借りて、レーザードリリングで 0.03 ミリのものまで作りまし

た。このように、みんなが 0.2 ミリぐらいの噴口径でやっているときに、コンマ２桁の

小さい噴口径のものでやりました。それで、作ってくれるところがなかったら、そこで

あきらめないで、だめならば自分で作ればいいじゃないかと、こういうふうにどんどん

進んでいけば、未知のテーマが出てきます。 

森吉 わかりました。適格な研究テーマを見つけるには、いろいろな方々と情報交換を行う中

でヒントを得ることや、見つけたら人がやらないような条件でチャレンジしていくと

いうことですかね。 

神本 そうです。 

森吉 やはり、研究テーマを見つけるには、普段から情報交換の場を作って行くということの

ようですね。 

神本 ネットワークですね。外国へ行ったときでも、いろいろな人と会話をしていれば、その

会話を通して最新の情報を知ることができます。論文に出ていることは、みんな過去

のことですが、会話に出てくる話は最新情報ですから。 

森吉 そうですね。 

神本 そうでしょう。論文を幾ら読んだところで、新しい研究テーマはありませんよ。その先

にあるものを見つけるのは、やはりコミュニケーションで、現場でやっている人の意

見というのが一番参考になると思います。 

森吉 確かに、その通りですね。 

神本 最近、ある会社の人が、昔、神本先生はよく会社へ来られましたが、最近の大学の先生

は、全然来られないと言って、ぼやいていましたよ。 

森吉 自動車会社の方は、今でも来て欲しいのですか。 

神本 来て欲しいですよ。大学で研究して欲しいことはたくさんありますから。 

森吉 それは、少し意外なご意見でした。私から見ていると、企業は、今、大学に頼るような

ことはあまりないみたいに感じていたのですが。 

神本 そんなことはないですよ。自動車会社のような大きな会社だって、ほんとうに基礎的な

研究やっている人は数人しかいませんよ、数百人でやっているわけではありません。
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 開発になれば数百人いるかもしれませんが、基礎的な研究、例えば燃焼の真髄のとこ

ろをやっているような人はそんなにいません。１人ではやり切れない、だから、やり

ましょうという元気な先生がいれば、それじゃやってくださいと、依頼するテーマは

たくさんありますよ。昔、僕がしょっちゅう行っていた会社の人がほのめかしてくれ

たのですが、今は全然来ないと言われました。 

森吉 行くにしても、それなりの理由がないと行き難いですね。 

神本 遊びに行きますって言えばいいと思いますよ。遊びに行きますとか、ちょっと行きます

と言えば、先方からは、ではついでに何か講演してくださいと必ず言いますよ。です

から、会社へ行って対等に議論をしようと思ったら、やはりこちらから見せられるも

のを用意する必要はあります。 

森吉 それは、そうですね。 

神本 会社へ行っても、外国へ行ってもそうです。相手が興味を持つようなものがなければ、

だめです。 

森吉 わかりました。研究テーマを如何に見つけるかというお話は、これからの若い方々に是

非読んでいただきたいと思います。次のお話に移らせていただきますが、先生の研究テ

ーマの中から１つ例を挙げて、テーマ探し、研究方法、結果まで含めて、お話をお聞か

せいただきたいと思いま

す。論文に書いていないよ

うなやり方も含めてお願

いいたします。 

あれは、日本機械学会に

神本 先ほど話に出ました高圧

噴射とか微小噴口径とい

うのは、企業の方とのデ

ィスカッション、まあお

酒を飲みながら話してい

て、次はこれだというこ

とが分かりました。それ

から、もう一つの例とし

て、僕が作ったφ－Ｔマ

ップはどうして生まれた

かという話をしましょう。

RC＊８）という委員会組織

がありますが、そのとき

の委員長が松岡先生で、

1500     2000         2500        3000 
T  K 

3
 
 
 
 
 
 
2 
 
 
 
 
 
 
1 
 
 
 
 
 
 
0 

Soot 
formation 
region 

Θinj 5˚BTDC 

15˚BTDC 

25˚BTDC 

NO 
formation 
region 

104 ppm 

103 ppm 

102 ppm(at t=2ms)

ディーゼル火炎内のススと窒素酸化物の 

生成領域を示すφ-T マップ 
（SAE 論文 NO.880423 から多数引用された別名

「Kamimoto-map」） 

  

9



 僕は幹事でした。ある年のテーマはディーゼルエンジンでなぜスス（黒煙）ができる

のかというものでした。僕は、駆け出しで一番若い委員で、廣安先生とか池上先生と

かそうそうたる人たちが研究をやっていました。池上先生は理論的に進めており、廣

安先生はバーナか何かを使ってやっていました。そんな中で、僕は素朴な疑問を持ち

ました。それは、ススというのはどういう条件になったらできるのかという疑問でし

た。混合比だとか圧力とか温度とか、パラメーターがいっぱいあるのですが、内外の

論文を一通り読んでみましたが、ほとんどの実験は大気圧でやっていました。高圧で

やっている場合も、せいぜい 10 気圧です。エンジンの中というのは 100 気圧なのに、

100 気圧になったらどうなるかということは結局だれも知らないということが分かり

ました。それじゃ、それをやろうということにしました。それで、100 気圧でやる装置

について、随分考えました。100 気圧の圧力つくって、その中にバーナを入れてやると

いう方法もありますが、これは危険なので、そんな装置は怖くて作れない。いろいろ

考えた末にたどりついたのは、裵(Bae)さんがやりましたが、ディスク型の定容燃焼器

でした。それを工場で削って、点火栓を８個つけて、燃焼器の真ん中に混合気を火炎

で圧縮して、圧力を上げればいいということになりました。それで、レーザーも、何

かの研究に使っていた５ミリワットか、１ミリワットのものがありましたので、それ

にフォトマル１個でスス生成量を検出する装置を作りました。ですから、実験装置の

製作費はしめて 10 万円ぐらいだったと思います。それで、混合比や圧力、温度を変え

て実験をしましたが、温度を変えるのには、不活性ガスの成分を変えました。アルゴ

ンとヘリウムを使いましたが、比熱比が違うので、温度を変えるのに使用しました。

それで実験をした結果、圧力と温度に対して、ススが生成される領域がわかりました。

しかし、RC の目的は、エンジニアに使ってもらうための研究なので、その結果を眺め

ているだけでは駄目だと思いました。そこで、エンジンをやっている人達がわかりや

すいような表現にして、普遍化しようということになりました。 

*８）RC：RC（Research Committee）分科会（一般社団法人日本機械学会に設置されている組織で、 

特定の研究テーマに賛同する方々の拠出金により運営している） 

森吉 そうですね。 

神本 そこで、一緒に NO の生成領域を書くと、その前にガスサンプリングや二色法の研究も

していましたので、エンジンの中のスス状態は、当量比φと温度 T のマップ上にプロ

ットできました。そうすると、ススができるときの運転条件は、ススの領域にひっか

かり、NO ができるときは、逆に NO にひっかかっていました。これはおもしろそうだと

いうことで論文を書きました。図は、この論文を SAE で発表する時に使用した漫画で

す。“遠くのススの山と手前の NO の山の間を駅馬車で駆け抜ければ良い”と言ってい

るわけです。その後もいろいろと研究をやり、ドクターを何人も指導してきましたが、

大体４年ぐらいで課題としているテーマの回答が出てきます。しかし、僕はそこでは
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 ドクターをやらず、それ

をどうやってエンジンに

応用するかというのを最

後の章に付け加えなさい

と言って、プラス１年で

５年かけさせた人もいま

す。博士課程の元(Wong)

さ ん は 、 RCM （ Rapid 

Compression Machine）を

使って可視化して、スス

がどこでできるかという

ことをやりましたが、僕

が、それができるのはわ

かったけれど、それを消

す方法もやりなさいと言

って、５年かかりました。

よく、自分がやっている研究は基礎研究なので、エンジンにすぐ応用するのは無理で

すということを、平気な顔をして言う人がいますが、あれはおかしいと思います。い

ま言ったように、ボンベを使ってススの生成条件を決めていくというのは、すごく基

礎的な研究ですが、エンジンに近い条件でやって、それをエンジンにあてはめる、そ

れで普遍化するということで初めて研究は終わるのです。そういう哲学が大切だと思

います。 

φ-T マップの論文を SAE で発表したときに描いた漫画 

森吉 その通りですね。単に基礎研究をしましたということではなく、実際に活用できるよう

なところまで持って行くことが重要ですね。 

神本 僕がそういう考えを持つに至ったのは、松岡先生の指導も大きいのですが、東大の熊谷

清一郎先生の講演に大きな影響を受けたことによります。この講演は、日本学術会議

講堂で開催された燃焼学会主催の燃焼シンポジウムで行われたものです。熊谷先生は、

単一の液滴の燃焼に関しては世界的な権威で、液滴を入れた箱をタワーから落として

無重力状態を作り、液滴の燃焼状態をカメラで追いかけるということをした有名な先

生ですが、もともとは東大航空の飛行機の研究者です。その先生が講演で、「自分はエ

ンジンの研究のために液滴の研究をやっている。だから、液滴の研究をやっていても、

頭の中にはゴウゴウとエンジンの音が鳴り響いている。ところが、今の液滴の研究者

は、液滴の研究のための研究をしている。」と言って、批判されました。 

森吉 その当時に、既に批判されていたとは、それは凄いですね。 

神本 つまり、研究が目的になってしまっているが、違うのではないかと。飛行機があって、
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 エンジンがあって、だから液滴の燃焼をやるのだと。自分はそうやってきたというこ

とを言われときは、ものすごく感動しました。そのときの様子というのは、目に焼き

ついています。熊谷先生は、ネクタイもしないで、ワイシャツのそでをまくりあげて、

すばらしい講演でした。さっき言ったように、エンジニアリング、松岡先生もよく言

っていましたが、エンジニアリングというのは、自然科学でわかった理論を使って、

みんなの生活に役に立つようにするものだと。まさにそうだと思います。 

森吉 実際にエンジンの研究をやるのでしたら、エンジンを回して、エンジンがわかっていな

いと難しいのですが、最近は大学であまりエンジンを回していないところが多いのが

実態です。 

神本 だから、僕はとんちんかんになっていると言っている。この間まで東海大学にいました

が、いすゞの４JJ１といういいエンジンを回していました。最新型のエンジンを回し

て、最新型のエンジンというのはどういうレベルかと、それをベースにして考えなけ

れば、話にならない。 

森吉 その通りですね。今、φ－Ｔマップというものは、普遍的な結果を追い求められた結果

だと言われましたが、私も学生時代に発表練習をしたときに、何度も直されて、結論

は普遍的に書きなさいと言われたことを思い出しました。 

神本 そんなこと言いましたか。 

森吉 ええ、わかりやすく書きなさいと、その絵をうまく使って説明しなさい、わかりやすく

説明しないとだめだと、いまだに言われていますけれども。（笑） 何かこう、当時、

東工大はすごいという、すごさを PR すべきだと教えていただきました。今でも、私は

それを学生に言っているのですが、やはり結論を書くときにどうしても、こういう実

験でやるとこうなりましたって、それだけを結論に書く場合が多いのですが、やはり

エンジンを見て、普遍的な結論を導いていかないといけないですね。 

神本 そこが重要ですね。 

□ 海外との交流 

森吉 次に、若いときに海外で研究することを希望していたが、残念ながら実現しなかったと

いうふうにお聞きしています。にもかかわらず、非常に多くの海外の研究者と交流が

あり、英会話や英語論文をとても上手に書かれるというのはなぜなのでしょうか。 

神本 海外との交流に関しては、幾つか要素があると思いますが、１つは 1975 年に松岡先生

に連れられて、世界一周をしました。羽田から出発しましたが、家族から卒業生まで、

羽田まで送りに来て、万歳ってやっていただきました。当時は、そういう時代でした。

それで、ヨーロッパへ行って、AVL へ行ったり、フランスの IFP（フランス国営石油研

究所）へ行ったり、イギリスではリカルドへ行ったり、それから大学もいろんなとこ

ろ回りました。その後、アメリカへ渡って MIT（Massachusetts Institute of Technology）

へ行きましたが、当時 Heywood はまだ若手の助教授でした。さらに、ウィスコンシン
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 に行って、Uyehara、Myers 先生にお会いしましたが、まだ現役ばりばりのころでした。

そうやって世界を回って、ものすごくショックを受けました。僕は当時まだ蒸発の研

究をしていましたが、金がなくて、しょぼしょぼやっていました。ところが、欧米、

特にドイツの研究所は装置が重厚で立派でした。欧米を見て、やはりこれでは敵わな

いなと思いました。世界のトップになろうと思ったら、まず実験装置からいいものを

つくらなければだめだと、本当に思いましたね。それが１つです。それからもう一つ

は、英語が話せないので、せっかくいいものがあっても、よく理解できなかったし、

自分の意見を言うことができなかった。それで、これはやっぱり英語というのはツー

ルで、コミュニケーションができなければだめだなと痛感しました。この２つですね。

帰国後、何とか彼らよりいい装置を作らなければいけないと思って作ったのが RCM

（Rapid-Compression Machine）です。あれは、大きさ、性能でも世界一です。それを

使った研究で随分賞ももらいましたが、アメリカの SAE でも評価されました。やはり

一度外国を回るということは、インパクトが大きいのです。そんなことをきっかけと

して、英会話を勉強するようになりました。当時、ベトナム戦争の末期だと思います

が、日本にはヒッピーがいっぱいいましたので、ヒッピーの人に研究室に来てもらっ

て、週に１回英会話の教室を開いていました。ですから、僕の英語はヒッピーイング

リッシュです。君のときはもうやっていなかったかな。 

森吉 やっていませんでしたね。 

神本 そこで、松岡先生とか、秘書の渕上さん、あとは青柳君も一緒に英会話を勉強しました。

それから英会話学校へ行ったり、英語の新聞を読んだり、５年ぐらいみっちりやりまし

た。NHK ラジオ

の英会話教室

も随分使いま

した。やはり、

語学は集中的

にやる必要が

あると思いま

す。それからも

う一つの理由

は、僕は、助手

になったのが

24 歳、助教授

になったのが

42 歳で助手の

時代がすごく

研究室前の芝生で英会話の勉強会（1978 年） 
（中央が日系 3 世の先生 Betty、前列左：松岡信先生、前列右：青柳友三氏、

後列左：秘書の渕上敏子氏、後列右：神本氏） 
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 長かった。ドクター取ってからも、なかなか助教授になるチャンスがなくて、よその大

学から来ませんかって誘われたりしました。冗談だと思いますが、パーティーのときに

京都大学の長尾先生＊９）とか、東大生研の平尾先生＊10）から、君、行くところがなかっ

たら、うちに来ないかなんて言われたぐらいです。東工大で立派な装置をつくっていま

したので、東工大で研究を続けたいと思っていたのですが、全然助教授になる見込みが

なかったので、これは日本にいても仕方がないと、アメリカへ行くしかないなと考えま

した。それには、英語をやらなければいけないということと、アメリカである程度名前

を売っておかなければだめだということで、論文はほとんど英語で書くことにしました。

それで、SAE のペーパー、その頃からどんどん書くようになりました。そうしたら、や

はり読んでいてくれる人がいて、MIT の Heywood 先生や Wisconsin の Borman 先生なん

かよく読んでくれました。Heywood が書いた教科書には、僕らが書いた論文から引用し

た写真や図表が随分掲載されています。SAE ペーパーに書いたから、読んでくれたのだ

と思います。英語をやったりするようになったきっかけは、その２つが大きいですね。

ポストがないときはアメリカに行くしかないですからね。 

＊９）長尾先生：故 長尾不二夫氏（京都大学名誉教授／自動車技術会名誉会員） 

＊10）平尾先生：故 平尾収氏（東京大学名誉教授／自動車技術会名誉会員） 

森吉 今は、アメリカでのエンジン研究は遅れていますが。 

神本 当時は、まだ先端をいっていました。 

森吉 そういう背景がおありだったのですね。日本語でも同じですが、英語を話すことができ

ても、論文を書くのは簡単にはできないと思います。私も先生に直していただきまし

たが、先生はどなたかに直していただいたのですか。 

神本 英作文とは英借文であると誰かが言いましたが、その通りだと思います。英語論文を

読んだときに気に入った表現、使えそうな表現があるとノートに記入して蓄積してい

ます。また、講演会でも良い英語表現があるとメモしています。こうして作ったノー

トが数冊あり、論文を書くときや英語発表の際に活用しています。以前はプロに直し

てもらっていましたが、定冠詞と不定冠詞は今でも苦手です。先ほど、僕は、絵を描

いたり、ものを作ったりするのが好きだと言いましたが、もう一つ、書くということ

も好きでした。僕の母はわりと教育ママだったらしく、小学校１年のときから絵日記

を書かされていました。絵が好きでしたから、絵日記を書くというのはずっと習慣で

やっていて、夏休み、冬休みになると、必ず絵日記を書いていました。それが習慣に

なって、大学生になってもまだ日記を書いていました。 

森吉 大学生になっても書かれていたのですか。 

神本 変わった大学生でしたが、今でも、小学校１年のときから大学生のときまでの日記を全

部持っています。だから、書くということが苦ではなかった。 

森吉 文学的に書くのと、技術的に書くのとでは、また全然違うと思いますが。 
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 神本 いや、そんなことない

と思います。先ほど

の映画の話をしたと

きにも言いましたが、

最初のシーンという

のはどういうところ

から始まって、ラス

トシーンはどこで終

わるかという１つの

流れがあります。技

術論文でも、どこか

ら書き始めて、結論

をどう書くかという

のが重要ですね。僕

は、技術論文を書くときに、特に気をつけているのは、意識の流れです。人間というの

は、意識の流れというものがあります。これを読んだら、次は多分こういうことを書い

てくるだろうと予測します。多分小説もそうだと思いますが、技術論文も同じです。人

の意識の流れに合うように書けば、すらすらと読める論文が書けます。下手な人という

のは考えついたというか、思いついた順番で書きます。だから、あっちへ行ったり、こ

っちへ行ったりするから、読んでいて、さっぱりわからないことがあります。下手な人

の文章はまず構成が悪い、意識の流れに沿っていないからです。 

森吉 なるほど。発表の練習の際、流れに沿って発表しなさいと先生から言われていました。 

神本 そのようなことを言っていましたね。意識の流れを考えないで書いた人の文章や事務的

な文章は、ほんとうに頭が痛くなることがあります。 

森吉 その通りです。論文校閲でも、何でこんなものを校閲しなければいけないのかと思うよ

うな文章があります。文章は、意識の流れにそって書くことというご指摘は、大変参

考になりました。それから、最近、大学教員も含めて、若い人が海外に行きたがらな

い傾向にありますが、こういう傾向についてご意見をいただければと思います。 

神本 大いに不満ですね。僕たちの世代とか、僕たちより前の世代の人は、かなり外国へ行っ

ています。戦後はフルブライトでアメリカへ行ったりして勉強していますが、やはり

日本が戦争に負けて、日本は何かが劣っていたのだろうというのがありました。だか

ら、欧米に学ぼうという気持ちがすごく強かったと思います。それからもっと遡りま

すが、明治時代にも随分留学していました。 

森吉 そうですね。明治の指導者層はかなり留学していました。 

神本 東郷元帥もイギリス海軍に７年ぐらい留学していたようです。明治時代の指導者層は、
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 結構英語を話せたようです。国際化が進み欧米とのギャップが少なくなるにしたがっ

て、あまり外国へ行かなくなってきている。それは自然の流れかなとも思いますが、

学術的な面での勉強以外にも、外国へ行って得られることはすごく多いと思います。

それは、やはり外国の文化を知ること、外国人のものの考え方を知るということだと

思います。僕はこれらのことを知ることが、おもしろくてしようがない。そういうも

のを身につければ、自分の幅が広がり、ものの見方も広がり、成長するための大きな

財産になると思います。そのような面を理解することなく、何かハードというか、も

のだけ見て、日本の自動車は世界一になったから学ぶところがないとか、そういうふ

うに思いがちですが、メンタルな部分というか、精神的な面で、外国の文化の日本人

と違う部分に触れて、それを理解して吸収し、自分が成長していくという、そこの部

分の重要性を認識してほしいと思います。 

森吉 そうですね。海外へ行くことは単に学業とか仕事の役に立つということではなく、外国

の文化に触れ、自分自身が成長することに繋がるということですね。 

神本 簡単なことですが、欧米に行き始めた頃、ずいぶん新鮮に感じたことがあります。例え

ば、エレベータに乗ると、アメリカ人は乗ってくるなり「ハロー」とあいさつをして

きます。日本人はエレベータに乗って知らない人に「ハロー」なんて言わないけど、

海外の人は「ハロー」とか、「グッド モーニング」と言います。多民族国家のアメリ

カでは、自分は敵意がないことを示すために言うとのことですが、いいことだと思い

ました。それから、エレベータに乗ったら、日本人はすぐ“閉じる”というボタンを

押しますが、欧米の人は絶対やりませんね。欧米人にとっては、ああいう何かせかせ

かすることは、みっともないことらしいです。日本のエレベータは、“閉じる”という

ボタンだけはげて色がなくなっていますが、欧米では考えられないことです。そうい

うちょっとした違いを体験することで、自分達の振舞いを考える機会になると思います。 

同じような話になりますが、僕が初めてイタリアに行ったときに、カプリで会議が

あったのですが、休憩時間に、ディレクタのディ・ロレンツォ、それとフェリーチェと

海岸を散歩したのですが、そのときにもっとゆっくり歩けと言われました。紳士はもっ

とゆっくり歩くものだと言われました。要するに、東京で生活しているときの、前のめ

りになって、いつもせっかちに歩いているのが身についていたのです。もう一つ覚えて

いるのは、やはりイタリアで開催された国際会議へ行ったときに、僕はグレーのスーツ

を着て行きました。外国人は、昼間の会議のときは、何かカジュアルな服ですが、夜の

ディナーになると、みんなばりっとした黒服でした。僕１人グレーの服でした。イタリ

ア人に、グレーの服はまずいのかと聞いたら、まずいよって言われて、へえーと思いま

した。ところで、元総理の小泉さんはいつもグレーを着ていましたね。サミットでもそ

うでしたが、写真を見ると、ミッテランをはじめとして、外国の首相は全員黒服を着て

いました。小泉さんだけがグレーを着ていましたが、僕はあれを見ていて、外務省の人
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 は外国のルールを知っているのに、何で黒服にしろと言わないのかと思いました。国際

的な舞台におけるマナーというのがあるので、誰かが言うべきだと思いましたね。 

森吉 そうですね。外国の習慣や外国人の考え方などは、海外へ行って体得しなければ分から

ないですね。 

神本 できれば、旅行じゃなくて、何カ月間か、１年間でも、暮らしてみるともっといいです

ね。君はテキサスとドイツの２カ国へ行っているけども、随分違うでしょう。 

森吉 そうですね。そこにいて、日本との違い、日本のいいところもわかりますし、悪いとこ

ろもわかります。 

神本 そうですね。旅行しているだけではなかなかわからない。 

森吉 語学なんかにしても、やっと今、少し小学校でも英語を始めようと言っていますが、や

はり早く始めたほうがいいと思います。私も、日本語を話しているとき、文法を考え

ながら話すということはしていません。英語を学んだときに初めて文法というものが

あることを知ったといってもいいと思います。 

神本 僕もそうだとは思っていますが、語学は、幾ら勉強しても、使っていないとだめだなと

いうことも言えます。だから、小学校でやるのがいいのか、悪いのか、僕にはちょっと

判断がつかない。僕なんか必要に迫られて、もうやらなきゃだめだと思って集中的にや

って、一応何とかものになっています。だけれど、やはり話さなければだめですね。先

ほども言ったように、僕は若いときに海外留学をしたかったのですが、その機会があり

ませんでした。65

歳になった 2005 年

に始めて３カ月間

ロンドンに滞在し

ました。留学ではな

くて、シティ大学か

ら招待され、客員教

授として行ったの

ですが、ものすごく

面白かった。最初は、

イギリスは島国だ

し、皇室もあるし、

何となく日本に似

ているという感じ

を持って行きまし

たが、全く違いまし

た。どうしてこんな

ロンドンに滞在していたときの神本氏（2005 年秋） 
（City University London の名誉客員教授として 

ロンドンに 3 か月滞在し、特論の講義を行う） 
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 に違うのか、その理由を知りたくなりいろいろと観察しました。毎日テレビを見て、毎

日シティー大学のスタッフとお昼を食べてディスカッションをしましたが、気がついた

のは、彼らは一度も戦争に負けたことがないということでした。日本は、１回しか負け

ていないのですが、徹底的にやられたので、日本社会はあの負けたときのトラウマをい

まだに引きずっています。一方、イギリスは、今は経済的には大したことないのですが、

根は結構明るい。何かがあると、いや、俺達はナポレオンをやっつけたし、ヒトラーも

やっつけたと、自慢します。僕がロンドンにいた 2005 年は、トラファルガーの海戦か

ら 200 年目の年でした。1805 年のトラファルガーの海戦で、ネルソン提督のイギリス

艦隊が、ナポレオンの艦隊を打ち破って勝利した年です。200 年前の話なのに、みんな

お祭り騒ぎというか、テレビ番組でも放送しているし、本屋へ行くとネルソンがいかに

してナポレオンの艦隊を破ったかという本がうず高く積んであって、いまだに喜んでい

ました。 

森吉 200 年前の勝利でお祭り騒ぎとは、面白いですね。 

神本 エリザベス女王まで出てきて、式典をやったりしていましたが、おもしろい国ですね。

それと、やはり世界を制覇していた時期があったので、植民地の人たちというか、外

国の人たちの扱いに慣れていて、寛容ですね。そういうことも理解できました。だか

ら、イギリスと日本を対比して見ることができるようになりました。しかし、一度も

負けたことがないというのは、うらやましい。だけれど、イギリスは、第二次世界大

戦のときにバトル・オブ・ブリテンでものすごくお金を使って、アメリカから借金を

して、それで財政が破綻してしまった。戦争には勝ったのですが、それで没落してし

まいました。そういうふうに経済的にだめだけれども、精神的には勝ったというのが

残っていて、根は明るいです。 

森吉 なるほど。ドイツは負けっぱなしですよね。 

神本 ドイツは負けっぱなしなので、ドイツ人は、あまり戦争の話をしない。確か、あなたも

ドイツの大学に研究しに行きましたね。 

森吉 スピシア先生とベルジさんのいる Karlsruhe 大学です。 

神本 国際会議の休憩時間にベルジさんと戦争の話をしたら、ひそひそと話していました。ド

イツも、イギリス空軍とアメリカ空軍に一晩で 10 万人ぐらい無差別爆撃されたドレス

デンがありますが、ルール違反だといってね、そういう話をしていました。そんなこ

と言ったら、日本だって原子爆弾でやられましたが、やはりルール違反ですよ。 

森吉 そうですね。確かに国際法に違反していますね。 

神本 ルール違反なのですが、そういう話は大きい声では言えない。ドイツとは敗戦国同士な

ので、話ができますが。 
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 □ 国際活動 

森吉 積極的に海外で研究発表を行われるようになったきっかけや、海外のネットワークをど

のように築かれてきたのかについてお聞かせいただきましたが、このような活動を基

礎として、国際会議や英文誌の創刊に尽力されておられますが、そのきっかけなどを

お聞かせいただければと思います。 

神本 恩師松岡先生の影響が大きいのです。松岡先生は 1970 年代の前半、エンジン用インジ

ケータに関する研究をアメリカSAEで発表され、Wisconsin大学のUyehara教授とMyers 

教授、Cummins 社の Lyn 博士らと交友がありました。これら著名な研究者が日本に来ら

れたときに懇談の場に呼んでいただいたり、その後訪米したときにご自宅を訪問した

りしました。また、何と言っても 1975 年に松岡先生に連れられて欧米のエンジンの研

究機関を 1 ヶ月半かけて回ったことが研究上の大きな契機となりました。あちらの素

晴らしい研究設備に比べて彼我の研究のレベルの差を悟り、世界に伍すためには設備

の格段の革新が必要なことを知りました。また、論文を読むだけでなく自分の目で世

界の動向を見ることの重要さを知り、以後毎年 4～5 回は外国に出るようにしました。 

森吉 Engineering Foundation Conference を主催したり International Journal of Engine 

Research を創刊したりしておられますが、この辺の経緯を教えて頂けますか。 

神本 1980 年代の初頃から、東大の浅沼強先生が IEA(International Energy Agency)の task7

の日本グループを結成して海外との情報交換を進めていました。私もグループの一員

として海外のミーティングに参加するようになりました。その後、Imperial college

の Jim Whitelaw 教授、Pennsylvania state 大学の Schmidt 教授、浅沼教授の３名が

サンタバーバラで開催した第９回 Engineering Foundation Conference の集合写真 

（２列目右から３人目が神本氏、５番目の赤シャツが SAE 会長の Tom Ryan,  

その前の青シャツが City 大学の Arcoumanis 先生。この３名が幹事として会をまとめた。） 
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 ニューヨークに

事 務 所 を 持 つ

Engineering 

Foundation 財団

の下でエンジン

に関する産学協

同会議を隔年で

開催することに

なりました、世

界の第一線で活

躍するエンジン

研究者 100 名程

度が 3 日間合宿

してエンジンの

最新情報の交換を行う非常にユニークな会議です。浅沼先生のご指示でトヨタの井上悳

太さんと私とで幹事を務めることになり、日本からの話題提供の企画などを担当しまし

た。1990 年に第 1 回目をサンタバーバラで開催し、2010 年にギリシャのロドス島で第

10 回目を開催した際に私は引退しました。写真はサンアントニオで開催した第 9 回の

参加者の集合写真です。 

マリグリアーノ市庁舎中庭で生け花と歌の演奏を披露した妻の

靖子と娘の理恵（2008 年 5 月） 

左から 2 人目は、友人の Corcione 市長の奥様、アンナマリア） 

IEA と Engineering Foundation 会議のお陰で私の国際人脈は大幅に拡大しました。

一例として、ナポ

リ の Istitute 

MotoriのAldo Di 

Lorenzo 所長と

Felice Corcione

部長（後に所長）

とは日伊外交ル

ートを通じての

交流協定を結び

ました。会議の際

にしばしば妻の

靖子と娘の理恵

が同行し、靖子は

池坊生け花のデ

モンストレーシ

Istituto Motori 所長の Felice Corcione 氏（中央） 

と神本氏夫妻 
（1999 年イタリア・マリグリアーノ市にて． 

Corcione 氏は後に同市の市長となる） 
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 ョン、理恵はイタリアオペラの披露などをナポリや近

隣のマリグリアーノ市などで行いました。写真は月夜

の下で市庁舎中庭で行った実演と演奏の後での記念

写真です。靖子はこのような民間外交の功績を認めら

れて2002年にイタリアで活躍した10名の女性活動家

のひとりに選ばれてローマ、カンピドフィオーレにあ

るローマ市庁舎でミネルバ賞を受賞しました。この受

賞に関連してイタリアの全国ネットテレビの朝の番

組でも紹介されました。 

もうひとつの国際活動は International Journal 

of Engine Research の創刊と編集です。エンジンの

研究界には SCI（Science Citation Index）のつく国

際雑誌がないためエンジン研究に携わる大学人は業

績評価の点で不利であるとの不満がありました。それならば自前で雑誌を発行しようと

Arcoumanis 先生、Reitz 先生と私の 3 人の意見が一致し、SAE や外国出版社に働きかけ

ましたが、なかなか反応が良くありません。ようやく Arcoumanis 先生の努力で英国の

機械学会IMecEが出版してくれることになり、2000年に季刊雑誌として創刊しました、

その後、隔月雑誌となり 2010 年には念願の SCI を獲得する雑誌となりました、2010 年

における SCI は 0.947 です、2000 年頃に日本機械学会の英文ジャーナルが廃止され、

各部門が独自に英文誌を発行するように求められていました。エンジンシステム部門で

は運営委員会（井上悳太委員長）で本誌を部門の正式英文誌とすることに決定し、現在

に至っています。Arcoumanis 先生は欧州、Reitz 先生は北米、私はアジアをそれぞれ担

当しています。以上が私の国際活動の概要です。 

□ 自動車技術会での活動 

森吉 どうもありがとうございます。海外の話はこの辺で終わらせていただき、次に、自動車

技術会の話に移らせていただきます。自動車技術会で活動されていて、思い出として

強く残っていることをお聞かせいただければと思います。 

神本 僕が自動車技術会にかかわり始めたのは、1960 年代後半で、松岡先生が助教授で僕が

助手になった頃でした。その頃の自動車技術会の事務所は、今の事務所の近くですが、

古い小さな染色会館という貸ビルで、お世辞にも綺麗とはいえませんでした。その事

務所で、委員会が開催されていましたが、僕は動力性能研究委員会に出席していまし

た。委員長が平尾先生で、松岡先生が委員、僕は委員会の端っこに座っていました。

鈴木孝さん＊11）とか、今ではそうそうたる方々ですが、当時は現役で委員として出席さ

れていましたが、すごく勉強になりました。松岡先生はいろいろなところへよく連れ

ていってくれましたが、あれは非常によかったです。要するに、お前は助手だから、
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 大学で仕事をしてい

なさいということで

はなく、どこへでも

連れていってくれま

した。当時、自動車

技術会としても、エ

ンジン研究にもっと

力を入れようという

ことになって、委員

会で、三菱自動車に

頼んで、単筒エンジ

ンを４つか５つ作り、

それを各大学へ配付

しました。松岡研も

エンジンを提供してもらいました。だから、自動車技術会にはすごくお世話になって

います。しかし、エンジンは来たけれど、ダイナモがない。それで、ダイナモをつく

ろうということになり、買ってきた中古のモーターをつないだのですが、このままで

は動力吸収はできない。そこで、でかいバケツに水を入れて、塩を入れて、電解液を

つくりました。それで、モーターの励磁をかけるほうは 100 ボルトから持ってきてス

ライダックで電流を流し、出力のアマチュアから出てくるやつは、大電流が流れるの

で、太い銅線を通して、板状の電極をつけて、水の中に入れます。そうすると、水に

深く入れると、電流がたくさん流れますので、負荷がかかるということで、実験をや

りました。そのうち、熱になって、水が沸騰してきました（笑）。原始的でしたが、そ

れも自動車技術会からエンジンをもらったおかげで、初めてそうやってエンジンを回

すことができました。最初はそんなことをやっていましたが、そのうちに、深川のほ

うの町工場に抵抗器を注文しました。見にいったときに、面白かったのは、例えば全

体で 10 オームが必要とすると、抵抗１個で何オームと決まっていますので、抵抗の個

数が決まってきます。しかし、計算して見ると個数が足りないので、町工場の親父さ

んに、個数が違っていると言いました。そうしたら、町工場の親父さんは、いやこれ

で大丈夫だと言って、出来上がったのを見たら、確かにぴったり 10 オームでした。そ

の親父さんの言うとおりでした。１個１オームだったら、10 個で 10 オームになるはず

なのに、どうしてそうならないのか聞きましたら、接触抵抗だよとの答でした。町工

場の親父さんは、頭の中で接触抵抗がどれぐらいあるかわかるらしい。それで、現場

の人というのは違うなって、えらく感心したのを覚えています。大学ではそういうこ

と習わないからね。 

自動車技術会会長の就任挨拶をする神本氏（2002 年）
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 そうやって、自動

車技術会からエン

ジンをもらって、実

験できるようにな

りましたが、今度は、

つ く ば に JARI

（(財)日本自動車

研究所）ができまし

た。それで、動力性

能研究委員会でや

っていた研究組織

が JARI に移って、

JARI が中心になっ

て、自動車研究のオ

ーガナイズをする

ようになりました。そのときにまた予算を少しもらって、それでレッドレイクの高速度

カメラを買いました。僕は今でも思うのですが、当時、日本で計測器を売っていた人た

ち、営業をしていた人たちは偉いなと思います。カメラを売ってくれた大澤商会の鍵本

さんは、私と一緒に実験をやりました。鍵本さんとは、今でもお付き合いしていて、時々

ビールを飲んでいます。そういうことで自動車技術会、JARI が僕らのエンジンの研究

をキックオフするという最初のきっかけをつくってくれました。 

*11）鈴木孝さん：鈴木孝氏（元 日野自動車工業株式会社副社長、自動車技術会賞技術貢献賞受賞/フェロー） 

森吉 昔の自動車技術会の姿や、エンジン研究を始めた頃のご苦労を知ることができました。

JARI も当初はエンジン研究に熱心なようでしたが、近頃はあまりエンジン研究はやっ

ていないようです 

神本 当時は、自動車業界にとって排気対策が最大の課題といってもいい時代でした。そうい

う背景もあって、設立当初の JARI は、エンジン研究に全力を注いでいました。しかし、

排気対策も落ち着くなど、自動車を取り巻く環境が大きく変化をしましたし、国から

の補助金等の体制も大きく変わってきた。そういう変化が、JARI の運営体制や研究体

制にも大きな影響を及ぼしてきているというのが実態だと思います。そういう変化が、

以前ほど自由な研究ができなくなってきたという見方にも繋がっていると思います。 

森吉 確かに、社会が変化すれば、組織も変化せざるを得ない、JARI もそのような中に置か

れているということのようです。それでは、話題を自動車技術会の会長に移らせてい

ただきます。先生は、2002 年に自動車技術会の会長に大学から初めて選出されました

が、そこにはどのような背景や目的があり、会長として、どのようなことをやられた
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 のか、お聞かせ

いただければと

思います。 

神本 自動車技術会の

会長になったの

は、全く予定外

のことでした。

会長に選出され

る前に副会長に

就任していまし

た。副会長に就

任する当時、僕

は東工大をやめ

て、東海大学に

移ったばかりで、

授業がものすごくたくさんあるし、研究室も立ち上げる時期だったので忙しくて、副

会長になるのを断わりました。そうしましたら、前任の副会長だった小林先生＊12）

から何回も電話がかかってきてさ、ぜひ次期副会長をやってくれと言われ、やむを得

ず引き受けることになりました。それで、副会長を２年やって、これで終わったと思

ったら、会長という話が出てきて、大分困りました。自動車技術会は、その名称から、

何か技術者の集まりというイメージがありました。英語で表記すると日本機械学会＊

13）と自動車技術会*14）は同じ Engineers なのですが、日本語で表記すると日本機械

学会は学会になり自動車技術会は技術会になります。そうすると、自動車技術会は何

か職人の集まりみたいなイメージがあり、会員の中には、何となくステータスが低い

というふうに思っている人がいました。それで、昔、自動車技術会の名称を自動車学

会にしたらどうかという案が出た時期もあったと聞いています。それから、会長が業

界からばかり選出されているので、業界団体と見られているということもありました。

このようなことから、もう少し学会としてのステータスを上げたいということが、自

動車技術会の１つの課題としてありました。そのような雰囲気は僕も知っていました

ので、大学から会長が選出されることにより、学会としてのステータスが上がること

に少しでも役立てばと思い、お引き受けした次第です。 

SAE-China を表敬訪問する神本会長（2002 年） 
（左は、SAE-China 会長の张小虞(Zhang Xiaoyu)氏） 

*12）小林先生：小林敏雄氏（東京大学名誉教授、日本自動車研究所所長、 

自動車技術会元副会長等歴任／名誉会員） 

*13）一般社団法人日本機械学会（The Japan Society of Mechanical Engineers） 

*14）公益社団法人自動車技術会（Society of Automotive Engineers of Japan） 

森吉 そういう背景があったのですか。自動車技術会が背負っているものも理解できました。 
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 神本 僕は、会長に就任するまでに、機械学会でも大分活動していましたので、自動車技術会

を機械学会と比較すると、非常に事務局が強いというか、有能ですね。一方、機械学

会の事務局を統括する方は、ずっと生え抜きでやってきているので、あまり外のこと

は知らないように思います。その点、自動車技術会は、常勤役員が企業から来るので、

経営感覚と動きがいいです。それからもう一つは、自動車技術会は、いかにして会員

サービスをよくするかをモットーにしていることです。他の学会をみますと、権威を

守るのが学会の目的になっているところがあります。その中で、自動車技術会は際立

って、会員サービスをモットーにしている学会です。ですから、予算に少しでも余裕

がでてきますと、すぐ会員サービスに使いましょう、新しい雑誌を出しましょうと、

当然そういう方向になります。 

森吉 他の学会と少し違うなという印象は持っていましたが、事務局組織や運営方針など、基

本的なところで、他の学会とは大きく違うところがあるということが分かりました。 

神本 常にそういうスタンスです。こういうすごくいい雰囲気とシステムができ上がっている

から、あまり変えるところがありません。楽しく、会員のためにやりましょうと、す

ごく方針が一貫していました。それと、理事会での決定が早いし、また、それをすぐ

に事務局がフォローして実行する。某学会なんてね、先生たちが権限を持っているの

で、いろいろな意見が出てまとまらないので、いつまでたっても実行できないことに

なっています。自動車技術会の理事は、会社でもトップクラスの、すごく有能な人が

多く就任しています。僕は自動車技術会の副会長、会長として理事会へ出席していま

したが、とても勉強になりました。ああ、こういうふうに考えるのかと思うときがし

ばしばありました。私が会長職から見た自動車技術会の特徴は、このようなところで

す。私が就任して以降、アカデミアの会長が途絶えていますが、時々はアカデミアか

ら会長が出てもいいと思います。そのためには、やはり学会の特徴をよく理解し、学

会のために汗を出し、学会の実情をよくわかった先生が育ってこないといけないと思

います。 

□ 大学におけるエンジン研究の在り方 

森吉 そうですね、ここしばらくアカデミアから会長が出ていないのは寂しい気がします。話

題を次に移らせていただきますが、時代とともに、エンジンの研究というのは変わっ

てきていますが、私が学生の 1980 年代は、エンジンの研究は日本中どこでも人気があ

り、神本研でも博士課程の学生が、私を含めて６人ぐらいいました。また、京大とか

東大とか、そういう先生を含めて、文部省から大きな科研費（科学研究費）を取って

こられて、大学のエンジンの研究者に配分して、一緒に研究をやってきました。大学

でのエンジンに関する基礎研究も、先ほど先生がおっしゃったように、産業界の役に

立っていると思いますが、日本全体で見ると、少しエンジンの研究というのは人気が

なくなってきています。昔と比べると、産業界からも、あまり必要とされていないよ
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 うに見えます。またエンジン、製品についても、当時はガソリンなんかダントツで世

界をリードしていたように思います。しかし、最近は、ハイブリッドなんかでは少し

進んでいると思いますが、普通のエンジンでは欧州に遅れをとっているところも多く

見られます。そうなったのは、何が原因なのか、また今後どうすればいいのかという

点について、ご意見をお聞かせ下さい。 

神本 うん、そうだね、エンジンに人気がなくなってきたのは、自動車そのものに人気がなく

なってきてきたということだと思います。僕らが大学へ入った頃は、自動車に触れる

というだけでうれしくて仕方なかった。それで自動車部へ入ったのですが、当時は東

工大に入った学生の半分ぐらいが自動車部へ入るという状況でした。ところが、今や

東工大の自動車部も、入部者は１人とか、２人とか、ゼロとかと言っています。もっ

と勧誘しろと言いましたが、新入生に自動車部への入部を勧誘すると、自動車部って

何ですかという有様で、全然興味を示されないということです。かつては、自動車は

近代的な生活の１つの花で、いわゆる憧れのようなものを持っていました。しかし、

今はどこの家にもあるわけで、自転車とあまり変わらない存在になってきました。そ

ういう意味でも、憧れの対象ではなくなってきたということが大きいと思います。時

代の流れだと思います。ただ、そうはいっても、やることはまだあるので、どうすれ

ばいいのか・・、なかなか答えがないのですが。千葉大学ではどのような状況ですか。 

森吉 千葉大では、幸いロボットとエンジンに人気があります。 

神本 １つは、何にでも言えると思いますが、学生は、先生の研究に対する姿勢で大きな影響

を受けると思います。身近にエンジンの研究を一生懸命やっている先生がいればエン

ジンの研究は面白いと思いますし、それほどの研究をしていない先生だと、ああ、も

うエンジンの研究はやることがないと思ってしまいます。特に、学生はそういう影響

を受け易いと思います。ですから、一般的に言えば、自動車があまりにも身近になり

過ぎたという面はありますが、研究ということでいえば、やはり先生方が次から次へ

と面白い研究をやれば、まだ繋がっていきます。昔、東工大にいたときに、君達とガ

ラスエンジン作りましたが、面白がっていろいろな先生方が見に来ました。越後先生

とかも来ました。学生を引き付けるのは、そういうことだと思います。 

森吉 そういうことが、なぜできなくなったのですかね。昔は、科研費などを集めてやってい

ましたが、今はそういうものがありません。 

神本 最初のものは平尾先生が代表としてやりましたが、文科省からの受託事業で、排気対策

として始めました。その当時、排気問題が社会問題になっていましたので、政治家か

大臣が、文部科学省でも研究をしているのかという質問があり、その時、多分大学で

はやっていなかったので、文部省から平尾先生に対して、こういうものをやりなさい

と言ってきたのだと思います。その後、染谷先生＊15）を代表としてやりましたが、その

ときは、その流れで、ちょっと加速がついていたので、延長してやりました。やはり
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 社会的な要請があり

ました。 

*15）染谷先生：染谷常雄氏（東

京大学名誉教授、自動車技

術会国際担当理事等歴任/

名誉会員） 

森吉 今も、CO２を減らすと

いうことでは、可能

性がありますが、な

かなかもらえないで

すね。 

神本 CO２のほうは、ハイブ

リッドや電気自動車

のほうに興味が移っ

ているし、内燃機関

の改良では、これ以

上の大幅な改善は難しいというので、違うほうへ行っているので、科研費をもらうの

は難しいと思います。ただ、話の持っていき方だと思います。以前に、NEDO（独立行

政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）からクリーンディーゼルエンジンの研

究に研究費を出すという話がありました。トヨタから出向していた NEDO の大坪さんが

来て、皆さんに研究の提案をするように説明していました。大体１件 7,000 万円から

１億円ぐらいだから、金がないと言っている先生たちがどんどん応募すると思ってい

ました。ところが、蓋を開けてみたら、エンジンの有力大学から殆ど応募がなかった。

せっかく応募してくださいと言っているのに、提案しない。先生方にやる気がないの

だとがっかりしました。 

森吉 産学連携については、どのようにお考えですか。 

神本 もっと、どんどんやればいいと思います。 

森吉 エンジン関係は、なかなか進んでいません。 

神本 どうしてですかね。僕は、随分産学連携やってきました。日本の企業だけではなくて、

アメリカのエチルコーポレーションだとか、ドイツのダイムラーともやっていました

し、いいテーマがあれば、どんどん持って行きました。研究費も、先方から、幾ら必

要ですかと言われました。 

森吉 そうでしたね。 

神本 500 万円必要と言えば、わかりましたと 500 万円出してくれました。そのかわり、成果

も求められますので、年に１回は行って報告していました。チャンスは幾らでもある

と思います。産学連携を行うには、成果を出して、彼らのところへ行って、何十人と
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 いう人を集めてプレゼンテーションをして、これだけの成果を出しましたと言って、

また次へ繋げるということが必要です。産学連携が出来ないというのは、そういうこ

とをやるのが嫌なのか、それとも自信がないのか、どちらかだと思いますが。 

森吉 どちらになるのでしょうか、私は頑張ってやっているのですが、なかなか日本の全般論

として、日本の先生はきちんとした成果を出してくれないと言われます。 

神本 それは、先ほどの話になりますが、やはり、研究が論文を書くための研究になっている

部分があると思います。本当のエンジニアリングとしての研究であれば、もっと質を

高める必要があるし、また企業も興味を持ってくれる筈です。ですから、液滴の燃焼

の研究をやって、液滴燃焼、液滴の研究で止まっているということです。 

森吉 いかに燃やすことに応用するかということですかね・・・。 

神本 液滴のことを言われても、企業の人は困ると思いますよ。それじゃ、噴射したガソリン

はどういうふうになるのですかって、いや、それはちょっとわからないですと言った

らだめでしょう。やはりプラクティカルに、普遍的に行くのを目指していかなかった

ら、企業との接点はないと思います。 

□ 大学・学会のなすべきこと 

森吉 産学連携を進める前提も、先ほどのお話に出ました研究に対する考え方、単に基礎研究

をしましたということではなく、実際に活用できるようなところまで持って行くこと

が重要だというところに尽きるようです。 

それでは、次に最近の若者の傾向についてお聞きいたします。先生は、東京工業大

学を退官される前に工学部長を務められ、現在はものつくり大学の学長として、大学の

運営にも深くかかわっておられますが、大学の研究者と教育全般の管理的な面の両方を

経験されている立場からご意見をお聞きしたいと思います。近年、若者には、学力低下、

車に興味を示さない、海外へも行きたがらない、欲がないというか、チャレンジ精神に

欠ける傾向があり、工学離れにも繋がっています。こういう見方に立ちますと、日本の

将来は暗いというふうに言われていますが、学会とか大学は何をなすべきだとお考えで

しょうか。 

神本 我々の時代は海外志向が強かったというのは、時代の流れがあって、例えば小澤征爾氏

も、桐朋学園を卒業後、1950 年代末頃だと思いますが、スクーターで世界中を回って、

それでカラヤンのところへ行って、指導を受けました。 

森吉 スクーターで世界を回ったのですか。 

神本 そうですよ。バイオリニストの前橋汀子さん、今年の春に紫綬褒章をもらいましたが、

17 歳のときにロシアまで１人で行って、レニングラード音楽院に入って勉強をしまし

た。それから、小田実の『何でも見てやろう』という本が 1961 年に発刊されベストセ

ラーになりましたが、小田実が１人で、世界中を回り、いかに外国がおもしろいかと

いうことを本に書いたものです。みんなそういうものに触発されて、ああ、狭い日本
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 の中にいるだけじゃだめだな、やはり海外で活躍できるようになりたいという夢を持

っていた。 

森吉 私が生れる数年前になりますが、そのような時代だったのですね。 

神本 僕は男兄弟４人ですが、先ほどの話に出たように僕は留学できませんでしたが、２番目

の弟は会社へ入ってからスイスの大学に留学して MBA（ Master of Business 

Administration）を取りましたし、３番目の建築家はヒッピーになって、１～２年音

信不通になりましたが、アフリカからヨーロッパ全部を回って建築を見てきました。

それから、一番下の弟はアメリカのノースウェスタン大学に留学しました。だから、

全員海外へ行きましたが、それが決して珍しい時代ではなかった。それでみんな経験

を積んできたのです。ところが、どうしてですかね、やはり日本が豊かになって、何

でも間に合うようになったということですかね。 

森吉 そうですね、やはり日本が豊かになったことが大きな原因だと思いますね。 

神本 先日、テレビを見ていたら、京都大学の例ですが、指導教官がゼミのときに学生に対し

て、文部科学省が費用を出すので海外へ留学する学生の勧誘をしていました。しかし、

全員下を向いて応募する学生がいなかった。後のインタビューで、何故行かないのです

かと聞いたら、学生は、海外へ行っていたら就職で不利になります、就職が大事ですと

言っていました。まず、就職が一番大切なようですね。企業ではどうなのか、僕の友達

で積水化学 OB に聞いたら、同じ傾向だと言っていました。海外駐在員を募集すると、

昔はみんなが手を挙げたけど、今は手を挙げる人がいないと言っていました。子供の教

育とか、親の面倒を見

なければならないと

か、いろいろと理由を

挙げて行きたがらな

いそうです。やはり、

大きく変わったと言

っていました。大学の

とき１年ぐらい休学

して、海外へ行って遊

んできても、いいと思

います。戻ってきてか

ら、また続ければいい

だけのことです。それ

に、就職のときだって、

今、日本の企業ってグ

ローバル化している

タイの大学院大学 TAIST で講義する神本氏 
（2011 年 9 月） 
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 わけだから、海外を経験してきましたと言ったほうが、有利だと思いますが。 

森吉 そうですね。先生のお話をお聞きして、日本人の意識が大きく変わってきていると感じ

ます。 

神本 日本の企業もよくないと思います。新卒は４月にまとめて採用するとか、きちんと枠で

やりすぎていると思います。これだけ円高になって、企業がどんどん海外へ出ていく

し、企業の活動というのがグローバル化しているときに、若い人が海外へ行かないと

いうのは、ものすごくマイナスです。こんなことをしていたら、海外からの採用がど

んどん増えてしまいます。パナソニックが今年の４月に採用した人数は、たしか 1,200

人か 1,250 人ですが、そのうち海外から採用したのが 1,000 人でした。日本人の採用

は２割ぐらい、それだけもう事務所が海外へ移転しているということです。やはり、

日本人の学生も、学生時代から海外経験を積み、世界で活躍できるようにならなけれ

ば、生き残れないと思います。 

森吉 その通りだと思います。そういうような状況で、学会や大学が果たすべき役割というよ

うなことについてご意見をいただければと思います。 

神本 日本の将来は暗いと言われているなかで、学会や大学は今何ができるかということです

が、どうしたらいいのか、というのが正直な気持ちです。私が学長をしているものつ

くり大学の例で話をさせていただきます。ものつくり大学は、タイの泰日工業大学と

交流協定を結んでいますが、先日、４人の学生をタイに行かせて、大学だけではなく、

タイの企業でインターンシップをやらせました。帰国後、４人の学生に、パワーポイ

ントを使って報告してもらったところ、４人全員が、行ってよかったと、英語をもっ

と勉強しなければだめだと、こういう感想を口にしながら大変喜んでいました。行っ

てみれば、よかったと思う筈です。少しでも多くの学生に海外へ行ける機会を作れば、

その人達が行ってよかったと言うメッセージを発信すると思います。 

森吉 そうですね。一朝一夕に解決することではないし、また強制できることでもないので、

先生がおっしゃられたように、海外経験の素晴らしさや大切さを学生自身の手で伝え

て行くということは、大切なことかもしれません。 

神本 自動車技術会でも、大会や学生の研究発表会、産学ポスターセッション、学生フォーミ

ュラ大会など、学生が集まる場は結構あるので、海外体験談のようなことを話す機会

をつくってもいいと思います。海外の学生フォーミュラに出場する学生などから、や

はり海外へ行ってよかったぞというような話を聞けば、多少は広がって行くのではな

いかと思います。大人が、行け、行け、と言っても駄目です。やはり、自らが行って

みようという気にならないと。 

森吉 海外へ行くというと、昔はアメリカやヨーロッパの先進国が多かったのでしょうが、最

近は、アジアへ行く方も多くなっていますね。 

神本 先進国だけじゃなくて、どこでもいいと思います。タイに行ってもおもしろいですよ。
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 文化が違いますからね、海外なら国は問わないと思います。 

□ ものをつくる楽しさ 

森吉 それでは、最後に、エンジン研究の魅力についてお聞きします。学長になられてからも、

学生に研究を指導され、実験もされていると伺っています。教員としての義務感だけ

ではなくて、エンジン研究が本当にお好きだからできるのだと思いますが、エンジン

研究の魅力をお聞かせいただき、それが若い人がエンジンに興味を持つきっかけとな

ればと思います。 

神本 僕は、たまたまエンジンというものを研究の対象にして、好きでずっとやっているわけ

ですが、多分エンジンじゃなくても、同じようにやったと思います。基本的にものをつ

くることと文章を書くのが好きですから。どちらかというと、研究をするための装置、

しかも、美しい装置を作るのが好きです。だから、僕にとってはエンジンでなくても良

かったかもしれません。学生がエンジンに興味を持つには、何かものを作る楽しさとか、

ものを動かす楽しさというのを覚えてもらえればいいと思っています。作ってみて、う

まく動いたとか、きれいにできたという感動を積み重ねていって、将来、研究者という

ことになってくれれば、それは素晴らしいことだと思います。 

そのためには、子供のときから体験する必要がありますが、最近いろいろな大学や学

会が小学生にものづくりとか理科の楽しさを教えることをやっていますが、そういう活

動は非常に有効だと思います。自動車技術会も「キッズエンジニア」というイベントを

毎年春にやっていますが、僕も、ものつくり大学で、学生 10 人ぐらいを集めて、「もの

りか教室」というチームを結成しました。大学のそばの行田市立西小学校に夏休みと冬

休みに教えに行きます。そこには、会社を退職した人達でつくった NPO（Nonprofit 

「ものりか教室」紙製カメラの製作風景（行田市立西小学校高学年／2011 年 8 月） 
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 Organization）があり、

子供の送り迎えなど

をやっています。そこ

と連携してやってい

ます。去年の冬休みに

は、ぶんぶんごま、紙

製の丸い円盤に穴を

２つあけて、糸を二つ

の穴に通して輪にな

るようで結んで作る

のですが、小学校低学

年を対象にやりまし

た。それから、夏休み

には、カルメ焼き、砂

糖を加熱しながら少量の水で溶かし、重曹を入れてかき混ぜると膨らみますが、そこで

冷やすとお菓子になります。冷やすタイミングが難しくて大変でしたが、みんなで練習

して、小学生に教えたところ大好評でした。細々とした活動ではありますが、みんなで

そういう活動を続けていくことにより、子供たちが手を動かす楽しさや、物を作る楽し

さを感じるようになり、エンジニア予備軍となってくれることを願っています。 

ぶんぶんゴマの製作を指導する神本氏 
（小学生低学年 2011 年 1 月） 

それから、学長になってからも、まだ研究をやっているということですが、基本的に

好きだからとしか言えません。停年になると、ぱたっと研究をやめてしまう方が結構い

ます。多分、すぐやめ

ちゃう人は、成績が良

くてたまたま先生に

なって、大して好きで

もないのではないで

しょうか。僕みたいに、

模型飛行機を飛ばし

て、自動車部で車をい

じって、それから先生

になった人、こういう

人にとって研究とい

うのは、その延長線上

で、ホビーみたいなも

のです。やめてしまっ
紙製カメラの製作を指導する学生 
（小学生高学年 2011 年 8 月） 
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 たら、楽しみが減ってしまうから、まだ続けているということです。ものつくり大学で

最近やっているのは、二色法の新型のプローブの製作です。ビームの集光度を上げるた

め、４ミリのレンズ２個とピンホールを入れて、光の平行度を今までより精度よく出そ

うと思って作っています。装置というものもきりがなくて、さらに性能をよくしようと

思い、延々とやっていたら、終わりはないですよ。だから、やっている、それだけです。 

森吉 若い人に、ものづくりとか研究が好きになってもらわないといけないですね。 

神本 そうだね。もう一つ言い忘れましたが、研究というのは、ゼロから始めると答えが出る

まで５年ぐらいかかります。さらに、何とか論文が書けるまで、さらに２、３年かかり

ます。したがって、相当しつこい性格でなければ、研究はできないと思います。そうい

う長いスパンに耐えることができない人は、今までやってきたことの延長線のテーマし

かやっていません。僕は、松岡先生が辞められたときに、松岡研にあった実験装置を全

部捨てました。更地にして、そこからスタートしたわけです。松岡先生のアプローチと

僕のアプローチは違うからです。松岡先生の研究が悪いというわけではなくて、研究の

アプローチには、やはり個性があります。それから時代も変わりましたし、また、自分

がやるとしたら、こういうやり方しかないなという自分のイメージができていました。

そこからスタートしようと思ったら、白紙から始めなければだめだと思いました。そし

て始めたのが、当時日本ではやっている人がいなかった CFD（Computational Fluid 

Dynamics）を漆原君とやりました。CFD

をやって、ガラスのエンジンを作ると

か、画像計測をデジタル化するとか、

高圧噴射ノズルを作るとか、それから

イクスパンション・マシンを作るとか、

４つか５つのテーマを一斉に始めまし

た。全てゼロから始めるわけですから、

成果が出るまでの間は論文を書けなか

った。しかし、５、６年過ぎると、少

しずついい成果が出てきた。このよう

に、時間はかかりますが、自分のやり

たいテーマを、ゼロから、白紙から書

いてやっていくというやり方が研究で

は大切です。５年も６年も論文を書か

ないと大学を首になるかもしれないと、

怖くなります。それにとらわれると、

今までの惰性で研究を続けることにな

ってしまいます。そういう人は勇気が
森吉氏が学生時代に製作した 

レーザ計測用透明シリンダエンジン 
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 ないように見えます。 

白紙から何かやろうというのは、絵を描くのに似ています。絵を描くというのは、全

く白いところに描いていくわけですから、まず下地を描いて、それから色を塗っていく

わけですが、下地を描いているときは、今度こそ傑作を書いてやろうと思って、気合が

入ってきます。それから色を塗るときも、どの辺から色を塗ったらいいのかと考えます。

２、３割のところまではいいのですが、それを過ぎると、疲れてくるので、今度は面倒

くさくなります。何日もかけて描く場合もありますが、いわゆる中だるみです。最後に

なって、完成が目に見えてくると、また熱が入ってくるのですが、根気がないと、最後

まで続きません。研究をゼロからスタートしてずっとやっていくというのも、最初はこ

ういう結果を出してやろうと空想して、意気込んでいるから楽しいのですが、途中まで

行くと、トラブルばかり出てくる、そうすると、嫌になって、もう投げ出したくなると

きがあります。しかし、それを乗り越えて、ゴールが目に見えてくると、また加速して

くる。そういうことだと思います。だから研究のやり方って、１枚の絵を描くことと、

とても似ているなと思っています。やはり相当根気がいる仕事ですね。 

森吉 そうですね、研究に根気は必要ですね。しかし、今の時代は、５年間論文を書かないと

うのは許されませんので、厳しくなってきたとは言えると思います。 

神本 そういう変化はありますね。僕らの時代は、指導教官から論文を書けとは一言も言われ

なかった。それと、たまに実験室で夜遅くまで勉強していると、岡本先生とか山田先

生から「おい、神本君、飲みに行こうよ」と言われて、正門の側にあった店に連れて

行かれました。「いや、先生、今日は勉強させてください」と言うと、「勉強なんか、

せんでもええ」って、そういう時代でした。論文を書けと言うどころか、むしろ勉強

の邪魔をしにきていました。そういう時代でしたから、僕なんか何とか生き延びまし

たが、今の時代でしたら、３年も４年も論文を書いていない時期がありましたので、

とっくに首になっていたでしょう。しかし、論文を毎年書き続けるというのは、あま

りいいことではありません。じっくりと研究をできませんから、つい、スケールの小

さなものばかりになってしまう。 

森吉 研究費もどんどん減らされていますし、なかなか厳しいです。 

神本 研究費について言えば、さっきの φ－Ｔマップの実験なんかいい例ですが、お金がな

くても、いい研究ができましたよね？ 

森吉 その実験は、確かにそうでした。 

神本 大きな金額の予算が付くと、今度はそのお金を使うのに忙しくなって、案外だめなもの

です。知恵が出なくなります。だから、今でも、研究費はほどほどのほうがいいと思

います。基本設備はもちろん必要ですが、あとはアイデア勝負でやることができます。 

森吉 研究をやるには、アイデアが大切だということですね。 

神本 最後に、１つ付け加えるとすれば、僕は海外にも友人が多く、国際的なネットワークが
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 できていますが、友人は同世代の人か、僕より少し年齢が下の人が多いのです。僕が

知り合ったときは、相手はまだ助手だとか、駆け出しでした。そういう人が、ちょう

ど僕と一緒に年齢が上がってきて、それぞれのポジションについて、非常に仕事がや

り易くなったということがあります。若い人はこれから海外に行ったりして、いろん

な人とお付き合いすることになると思いますが、今偉い人と付き合っても、その人は

どうせいなくなるので、同世代の人と友達になっておくと、末永く友好関係を保てる

し、助け合うこともできます。僕の経験から、そういうネットワーク作りが必要だと

思います。先ほどの話に出てきたように、MIT の Heywood も、僕が助手のときはまだ助

教授でしたし、Arcoumanis 先生にしても知り合った頃はまだ助手でしたが、その後、

工学部長をやって、今はシティー大学の副学長になっています。ナポリの Felice も、

当時はまだ課長ぐらいでしたが最後はディレクターになりました。このように、長く

お付き合いし、お互い助け合ってきました。同世代の人と友達になっておくといいで

すよというのが、若い人への助言です。それから、外国人と友達になるには、やはり

共通の話題が必要です。僕は、幸い多くの趣味を持っていたので、話題に事欠かない

ということがあります。イタリア人の友達がわりと多いのですが、最初の会話のきっ

かけは映画の話でした。イタリア映画は、60 年代～70 年代に日本にたくさん入って来

ていて、いい映画が多くありました。だから、僕がシルバーナ・マンガーノやソフィ

ア・ローレンの話をすると、みんな喜んでいました。彼らも日本の映画をよく見てい

て、黒澤明だとか、小津安二郎だとか、みんなよく知っていました。イタリア映画で

すと、フェデリコ・フェリーニの『甘い生活』、ドルチェ・ビータと言うのですが、そ

の話題だとか、

ヴィスコンティ

監督のガットパ

ールド、『山猫』

という映画、有

名な映画が幾つ

もありますが、

僕は、俳優の名

前も殆ど知って

いますので、あ

の俳優のあのシ

ーンがよかった

とかいうと、み

んな喜んでいま

した。趣味が広

International Journal of Engine Research を共に編集する

Dinos Arcoumanis 教授と談笑する神本氏 
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 いと、外国人の友達も増えていきます。 

森吉 研究を進めて行くには、アイデアと人のネットワーク作りが重要である。そのネットワ

ークを作るには同世代の友人を作ることが必要であり、そのためには共通の話題を持

つことが大切である。これが、神本先生から若者への助言であるというところで、本

日のインタビューを終了させていただきます。本日は、お忙しい中、ありがとうござ

いました。 

神本 どうもありがとうござ

いました。 

  

36





 


	111221神本氏・表1.pdf
	111222神本氏・目次-本文.pdf
	111222神本氏・目次.pdf
	111221神本氏・経歴①.pdf
	111221神本氏・経歴②.pdf
	111213神本氏・本文.pdf

	111208神本氏・表４.pdf
	空白ページ
	空白ページ

